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大
石
裕
先
生
は
、
二
〇
二
一
年
三
月
末
を
以
て
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
を
定
年
退
職
さ
れ
る
。

　

大
石
先
生
は
、
一
九
七
九
年
三
月
に
塾
法
学
部
政
治
学
科
を
ご
卒
業
さ
れ
、
八
二
年
三
月
に
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
を

修
了
し
、
直
ち
に
同
年
四
月
に
同
研
究
科
博
士
課
程
に
進
ま
れ
た
。
一
九
八
五
年
に
同
課
程
を
単
位
取
得
退
学
さ
れ
た
後
、
先
生
は
、

財
団
法
人
電
気
通
信
政
策
総
合
研
究
所
の
専
任
研
究
員
と
な
ら
れ
、
八
九
年
三
月
ま
で
情
報
通
信
政
策
の
調
査
研
究
に
取
り
組
ま
れ

た
。
そ
し
て
同
年
四
月
よ
り
関
西
大
学
社
会
学
部
専
任
講
師
に
採
用
さ
れ
る
。
九
二
年
に
同
学
部
助
教
授
に
昇
任
さ
れ
、
こ
の
後
、

九
五
年
四
月
に
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
助
教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
九
七
年
に
教
授
に
昇
任
さ
れ
今
日
に
至
る
。
実
に

二
六
年
の
長
き
に
亙
り
、
大
石
先
生
に
は
法
学
部
・
法
学
研
究
科
で
の
教
育
、
研
究
に
ご
尽
力
賜
っ
た
。

　

大
石
先
生
は
、
学
部
二
年
次
か
ら
鶴
木
眞
先
生
の
研
究
会
に
所
属
し
、
政
治
学
、
社
会
学
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
を

学
ば
れ
た
。
ま
た
新
聞
研
究
所
（
現
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
）
に
入
所
し
研
鑽
を
積
ま
れ
た
。
こ
れ
は
大
石
先
生

の
門
弟
で
あ
ら
れ
る
烏
谷
昌
幸
准
教
授
の
お
話
だ
が
、
鶴
木
先
生
は
、
学
部
時
代
の
大
石
先
生
に
、
メ
デ
ィ
ア
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
こ
と
だ
け
を
勉
強
す
る
の
で
は
な
く
、
社
会
科
学
の
専
門
領
域
の
研
究
を
じ
っ
く
り
と
腰
を
据
え
て
研
究
し
、
そ
の
応
用
問
題
と

し
て
メ
デ
ィ
ア
研
究
を
行
う
よ
う
に
と
、
強
く
ご
指
導
さ
れ
た
と
い
う
。
法
学
部
政
治
学
科
の
中
に
社
会
学
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
、

そ
の
中
に
メ
デ
ィ
ア
研
究
が
位
置
付
け
ら
れ
る
と
い
う
知
的
環
境
の
有
意
義
さ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
大
石
先
生
が
し
ば
し
ば
公

言
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
源
流
に
は
鶴
木
先
生
の
ご
教
示
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
誌
に
は
大
石
先
生
が
今
日
ま
で
発
表
さ
れ
て
き
た
数
多
く
の
研
究
業
績
の
一
覧
が
掲
載
さ
れ
る
。
や
は
り
烏
谷
先
生
か
ら
の
ご
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紹
介
だ
が
、
大
石
先
生
の
最
初
の
ご
単
著
、『
地
域
情
報
化
』
は
、
電
気
通
信
政
策
総
合
研
究
所
時
代
の
ご
経
験
を
背
景
に
、
情
報

化
ブ
ー
ム
に
わ
く
当
時
の
日
本
社
会
に
あ
っ
て
、
政
治
シ
ン
ボ
ル
化
し
た
「
地
域
情
報
化
」
の
政
策
を
現
代
社
会
論
の
理
論
的
系
譜

の
中
に
位
置
づ
け
な
が
ら
批
判
的
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
一
九
九
八
年
に
出
版
さ
れ
た
『
政
治
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
―
理
論
と
分
析
』
は
、
大
学
院
時
代
か
ら
積
み
重
ね
て
き
た
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
同
書
で
先
生
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
権
力
行
使
過
程
と
し
て
捉
え
る
」
と
い
う
理
論
的
視
座
を
打
ち
出

し
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
過
程
を
政
治
学
的
な
権
力
現
象
と
し
て
読
み
解
い
て
い
く
理
論
的
道
筋
を
描
き
出
し
、
後
続
の

研
究
者
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

さ
ら
に
、
大
石
先
生
の
ご
研
究
を
語
る
際
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
業
績
は
、
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
枠
組
み

の
中
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
社
会
科
学
と
し
て
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
を
確
立
し
て
い
こ
う
と
努
め
ら
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
烏
谷
先
生
の
お
話
で
は
、
そ
も
そ
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
は
、
筆
の
た
つ
現
場
経
験
者
た
ち
が
体
験
談
と
し
て
語

る
傾
向
が
強
く
、
多
数
の
評
論
が
世
に
溢
れ
て
い
る
も
の
の
、
学
術
研
究
の
対
象
と
し
て
真
剣
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。

著
書
を
通
し
て
大
石
先
生
は
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
苦
言
を
呈
し
批
判
を
加
え
、
さ
ら
に
学
会
の
場
に
お
い
て
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
積
極
的
に
企
画
し
な
が
ら
研
究
者
た
ち
の
意
識
を
変
え
て
い
こ
う
と
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
〇
二
年

に
か
け
て
先
生
は
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
さ
れ
る
が
、
戻
ら
れ
た
後
に
出
版
さ
れ
た
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
メ
デ
ィ
ア
言
説
』
は
、「
言

説
分
析
」
や
「
記
憶
の
社
会
学
」
に
つ
い
て
の
充
実
し
た
理
論
的
枠
組
み
を
も
と
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
学
術
的
研
究
の
成
果
と

し
て
学
界
に
一
石
を
投
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
二
〇
一
五
年
か
ら
一
七
年
に
か
け
て
、
日
本
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
第
三
五
期
会
長
を
お
務
め
に
な
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
間
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
の
番
組
審
議
会
委
員
長
、
ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス
の
メ
デ
ィ
ア
運
営
に
関
わ
る
有
識
者
会
議
委
員
、

そ
し
て
放
送
倫
理
番
組
向
上
機
構
（
Ｂ
Ｐ
Ｏ
）
倫
理
検
証
委
員
会
委
員
な
ど
も
務
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
多
忙
を
極
め
る
中
で
、
デ
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ニ
ス
・
マ
ク
ウ
ェ
ー
ル
の
『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
の
監
訳
、『
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
政
治
』、『
批
判
す
る
／
批
判
さ

れ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』
な
ど
の
単
著
を
次
々
と
出
版
さ
れ
、
ご
研
究
の
成
果
を
精
力
的
に
発
表
し
て
こ
ら
れ
た
。

　

慶
應
義
塾
に
着
任
し
て
以
降
、
大
石
先
生
は
「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
」
の
講
義
を
ご
担
当
さ
れ
、
ま
た
メ
デ
ィ
ア
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
に
も
関
わ
り
な
が
ら
、
法
学
部
と
研
究
所
の
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
会
を
熱
心
に
ご
指
導
さ
れ
た
。
い
ず

れ
も
人
気
ゼ
ミ
で
あ
り
、
毎
年
多
く
の
入
ゼ
ミ
希
望
者
で
溢
れ
た
。
卒
業
生
の
中
に
は
現
在
テ
レ
ビ
局
や
新
聞
社
で
活
躍
す
る
人
た

ち
が
数
多
く
い
る
。
ま
た
先
生
は
通
信
教
育
部
の
卒
業
論
文
指
導
に
も
力
を
入
れ
、
こ
れ
が
事
実
上
三
つ
目
の
研
究
会
と
な
っ
た
。

先
生
は
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
教
え
子
た
ち
に
慕
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
大
学
院
法
学
研
究
科
に
お
い
て
は
後
進
の
指
導
に
も
力
を

入
れ
、
現
在
様
々
な
大
学
で
専
任
職
に
就
く
七
名
の
研
究
者
を
育
て
上
げ
た
。

　

大
石
先
生
は
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
一
一
年
ま
で
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
所
長
を
お
務
め
に
な
ら
れ
、
ま
た
二

〇
一
一
年
か
ら
一
五
年
に
至
る
ま
で
法
学
部
長
・
法
学
研
究
科
委
員
長
の
職
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
二
〇
一
七
年
五
月
よ
り
現
職
の
慶

應
義
塾
常
任
理
事
に
就
任
さ
れ
た
。
主
と
し
て
総
務
、
広
報
、
危
機
管
理
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
所
轄
と
し
た
要
務
に
携
わ
っ
て
お

ら
れ
る
。

　

こ
こ
に
、
大
石
裕
先
生
の
長
年
に
亙
る
法
学
部
へ
の
ご
貢
献
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
と

を
心
か
ら
祈
念
し
、
法
学
部
と
し
て
本
号
を
謹
ん
で
進
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

二
〇
二
〇
年
一
二
月

�

法
学
部
長　

岩
谷
十
郎　
　




